
(57)【要約】

【課題】使用者に合った高さを選択して利用でき、仰向

けの姿勢でも横向きの姿勢でも対応可能で、頚椎の圧迫

を確実に抑制でき、鼾を軽減でき、首部の蒸れ等を確実

に解消でき、構成簡素で、量産に適し、経済的で、取扱

い易く、使い勝手の優れた枕を提供する。

【解決手段】前辺部と後辺部の中央部分に首用湾曲凹部

Ａ２を設け、表面生地１と裏面生地２と周側面生地３と

で枕外殻体を構成し、表面生地１と裏面生地２の所定位

置に複数の中仕切片４を設け、枕外殻体内に適宜充填材

２０を充填して枕本体Ａを構成し、中仕切片４の第１中

仕切片４ａと、第２中仕切片４ｂと、第３中仕切片４ｃ

と、第４中仕切片４ｄとを配する枕本体Ａの中央稍前部

分と右前部分と左前部分と中央稍後部分と右後部分と左

後部分と右中央部分と左中央部分とを頭乗せ部Ａ１とし

、各頭乗せ部Ａ１の高さが夫々異なるよう構成する。

【選択図】図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 辺 部 と 、 後 辺 部 と 、 右 辺 部 と 、 左 辺 部 と を 有 し 、 少 な く と も 前 辺 部 の 中 央 部 分 と 後 辺
部 の 中 央 部 分 に 大 き な 首 用 湾 曲 凹 部 を 設 け た 枕 で あ っ て 、 表 面 生 地 と 、 裏 面 生 地 と 、 こ れ
ら の 表 面 生 地 と 裏 面 生 地 の 外 周 縁 部 分 に 縫 着 さ れ る 周 側 面 生 地 と で 枕 外 殻 体 を 構 成 し 、 表
面 生 地 と 裏 面 生 地 の 所 定 位 置 に は 、 そ の 部 分 に 於 け る 表 面 生 地 と 裏 面 生 地 と の 間 隔 を 夫 々
所 定 寸 法 に 設 定 す る 複 数 の 中 仕 切 片 を 設 け 、 こ の 中 仕 切 片 が 設 け ら れ た 枕 外 殻 体 内 に 適 宜
充 填 材 を 充 填 せ し め て 枕 本 体 を 構 成 し 、 前 記 中 仕 切 片 は 、 第 １ 中 仕 切 片 と 、 第 ２ 中 仕 切 片
と 、 第 ３ 中 仕 切 片 と 、 第 ４ 中 仕 切 片 と を 備 え 、 第 １ 中 仕 切 片 は 、 枕 本 体 の 中 央 稍 前 部 分 と
右 前 部 分 と 左 前 部 分 と に 跨 る よ う に 配 さ れ 、 第 ２ 中 仕 切 片 は 、 枕 本 体 の 中 央 稍 後 部 分 と 右
後 部 分 と 左 後 部 分 と に 跨 る よ う に 配 さ れ 、 第 ３ 中 仕 切 片 は 、 枕 本 体 の 右 中 央 部 分 に 配 さ れ
、 第 ４ 中 仕 切 片 は 、 枕 本 体 の 左 中 央 部 分 に 配 さ れ 、 こ れ ら の 中 仕 切 片 が 配 さ れ て い る 前 記
枕 本 体 の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部 分 と 左 後 部 分 と 右 中
央 部 分 と 左 中 央 部 分 と が 夫 々 頭 乗 せ 部 と な る よ う に 形 成 す る と 共 に 、 こ れ ら の 各 頭 乗 せ 部
の 高 さ が 夫 々 異 な る 高 さ と な る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 快 眠 枕 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 中 仕 切 片 及 び 第 ２ 中 仕 切 片 は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 中 央 と 右 と 左 に
頭 用 湾 曲 凹 部 を 夫 々 設 け 、 前 記 第 ３ 中 仕 切 片 及 び 第 ４ 中 仕 切 片 は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁
に 於 い て 頭 用 湾 曲 凹 部 を 夫 々 設 け 、 枕 本 体 の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と 中 央 稍
後 部 分 と 右 後 部 分 と 左 後 部 分 と 右 中 央 部 分 と 左 中 央 部 分 の 頭 乗 せ 部 夫 々 が 、 湾 曲 状 に 窪 む
よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 快 眠 枕 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 裏 面 生 地 を 、 裏 面 内 が わ 生 地 と 裏 面 外 が わ 生 地 で 構 成 し 、 裏 面 内 が わ 生 地 に 充 填 用
筒 片 が 連 設 さ れ る 充 填 用 開 口 部 を 設 け 、 こ の 充 填 用 開 口 部 か ら 充 填 材 を 裏 面 内 が わ 生 地 と
裏 面 外 が わ 生 地 と の 間 に 部 分 的 に 或 い は 全 体 的 に 補 充 で き る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 快 眠 枕 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 枕 本 体 の 裏 面 生 地 が わ に 於 い て 、 前 辺 部 中 央 と 後 辺 部 中 央 と に そ の 両 端 部 分 が 固 着
さ れ る と 共 に 適 宜 弾 性 材 で 形 成 さ れ る マ ッ ト 固 定 帯 片 を 設 け 、 右 辺 部 及 び 左 辺 部 に 、 マ ッ
ト 固 定 片 を 夫 々 固 着 し 、 こ れ ら の マ ッ ト 固 定 帯 片 及 び マ ッ ト 固 定 片 を 介 し て 、 適 宜 厚 み の
高 さ 調 節 用 マ ッ ト を 枕 本 体 の 裏 面 生 地 が わ に 重 合 で き る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 快 眠 枕 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 枕 本 体 の 裏 面 生 地 を 面 着 材 で 構 成 し 、 こ の 面 着 材 に 着 脱 自 在 に 取 付 け 可 能 と な る 面
着 テ ー プ を 備 え た 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト を 形 成 し 、 こ の 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト が 裏 面 生 地
の 任 意 の 位 置 に 着 脱 自 在 に 取 付 け 可 能 と な る よ う 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た
は 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ 記 載 の 快 眠 枕 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 主 に 、 一 つ の 枕 に 夫 々 高 さ 等 の 異 な る 複 数 の 頭 乗 せ 部 を 設 け て お き 、 使 用 者
に 合 っ た 高 さ の 頭 乗 せ 部 を 選 択 し て 利 用 す る こ と が で き 、 し か も 、 仰 向 け の 姿 勢 で も 横 向
き の 姿 勢 で も 対 応 可 能 で 、 更 に 、 枕 に よ る 頚 椎 の 圧 迫 を 抑 制 で き 、 鼾 を 軽 減 で き て 、 首 部
の 蒸 れ を 解 消 で き る よ う に 工 夫 し た 快 眠 枕 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 枕 と し て は 種 々 の も の が 提 案 さ れ て お り 、 最 近 で は 低 反 発 ウ レ タ ン で 一
体 的 に 構 成 さ れ た も の が 数 多 く 提 供 さ れ て い る 。
　 ま た 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う な 枕 が 提 案 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 前 記 特 許 文 献 １ に 示 す よ う な 枕 は 、 上 面 布 地 と 下 面 布 地 と の 間 に マ チ 布 を そ れ
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ぞ れ 縫 い 合 わ せ て 、 ２ つ の ボ ッ ク ス 型 、 後 頭 部 ボ ッ ク ス 型 、 頸 椎 部 ボ ッ ク ス 型 を 作 り 、 そ
れ ぞ れ の ボ ッ ク ス 型 の 、 下 面 布 地 の 各 ボ ッ ク ス 型 の そ れ ぞ れ の 位 置 に フ ァ ス ナ ー を 取 り 付
け て 、 フ ァ ス ナ ー 口 か ら 詰 物 を 出 し た り 入 れ た り す る こ と に よ り 、 マ チ 布 で 作 る 中 央 中 部
の 後 頭 部 ボ ッ ク ス 型 で 、 後 頭 部 の 高 さ 、 マ チ 布 で 作 る 中 央 下 部 の 頸 椎 部 ボ ッ ク ス 型 で 、 頸
椎 部 の 高 さ を そ れ ぞ れ 調 整 し 、 枕 の 上 面 す な わ ち 、 上 面 布 地 の 面 の 高 さ を 、 各 部 位 ご と に
調 節 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ７ ２ ９ ０ １ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ が 、 低 反 発 ウ レ タ ン で 構 成 さ れ た 枕 に あ っ て は 、 枕 の 形 が 頭 の 形 に 合 わ せ て 変 形
す る た め 、 頚 椎 が 枕 に よ っ て 圧 迫 さ れ る 難 点 や 、 夏 期 等 に あ っ て は 首 部 が 蒸 れ 易 い 等 の 難
点 が あ っ た 。 す な わ ち 、 頚 椎 が 圧 迫 さ れ る と 、 血 行 不 良 や 、 肩 こ り や 、 頭 痛 や 、 首 痛 や 、
顔 の む く み 等 が 生 じ る 虞 が あ っ た 。 し か も 、 頭 の 重 さ 等 に 応 じ て 変 形 す る た め 、 頭 の 高 さ
が 利 用 者 に よ っ て 異 な る 難 点 や 、 高 さ の 調 節 が で き な い 難 点 等 が あ っ た 。
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に 示 す よ う な 枕 に あ っ て は 、 頚 椎 が 枕 に よ っ て 圧 迫 さ れ る 難 点 や 、 夏
期 等 に あ っ て は 首 部 が 蒸 れ 易 い 等 の 難 点 が あ っ た 。 し か も 、 枕 の 中 央 と 左 右 に 頭 を 乗 せ る
こ と が で き 、 中 央 部 分 の み が 高 さ 調 節 で き る よ う に 形 成 し て あ る が 、 よ り 多 く の 使 用 者 に
対 応 さ せ る の は 難 し い 等 の 難 点 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 前 述 の 如 き 難 点 等 を 解 消 で き る よ う に す る と 共 に 、 使 用 者 に 合 っ た
高 さ を 選 択 し て 利 用 で き 、 仰 向 け の 姿 勢 で も 横 向 き の 姿 勢 で も 対 応 可 能 で 、 枕 に よ る 頚 椎
の 圧 迫 を 抑 制 で き 、 鼾 を 軽 減 で き 、 首 部 の 蒸 れ を 解 消 で き る よ う な 快 眠 枕 を 構 成 簡 素 に 提
供 す べ く 案 出 さ れ た も の で あ る 。
　 し か し て 、 請 求 項 １ 記 載 の 快 眠 枕 に あ っ て は 、 前 辺 部 と 、 後 辺 部 と 、 右 辺 部 と 、 左 辺 部
と を 有 し 、 少 な く と も 前 辺 部 の 中 央 部 分 と 後 辺 部 の 中 央 部 分 に 大 き な 首 用 湾 曲 凹 部 Ａ ２ を
設 け た 枕 で あ っ て 、 表 面 生 地 １ と 、 裏 面 生 地 ２ と 、 こ れ ら の 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ の 外
周 縁 部 分 に 縫 着 さ れ る 周 側 面 生 地 ３ と で 枕 外 殻 体 を 構 成 し 、 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ の 所
定 位 置 に は 、 そ の 部 分 に 於 け る 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ と の 間 隔 を 夫 々 所 定 寸 法 に 設 定 す
る 複 数 の 中 仕 切 片 ４ を 設 け 、 こ の 中 仕 切 片 ４ が 設 け ら れ た 枕 外 殻 体 内 に 適 宜 充 填 材 ２ ０ を
充 填 せ し め て 枕 本 体 Ａ を 構 成 し 、 前 記 中 仕 切 片 ４ は 、 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ と 、 第 ２ 中 仕 切 片
４ ｂ と 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ と 、 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ と を 備 え 、 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ は 、 枕 本 体
Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と に 跨 る よ う に 配 さ れ 、 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ は 、 枕
本 体 Ａ の 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部 分 と 左 後 部 分 と に 跨 る よ う に 配 さ れ 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ は
、 枕 本 体 Ａ の 右 中 央 部 分 に 配 さ れ 、 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ は 、 枕 本 体 Ａ の 左 中 央 部 分 に 配 さ れ
、 こ れ ら の 中 仕 切 片 ４ が 配 さ れ て い る 前 記 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分
と 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部 分 と 左 後 部 分 と 右 中 央 部 分 と 左 中 央 部 分 と が 夫 々 頭 乗 せ 部 Ａ １ と
な る よ う に 形 成 す る と 共 に 、 こ れ ら の 各 頭 乗 せ 部 Ａ １ の 高 さ が 夫 々 異 な る 高 さ と な る よ う
構 成 す る 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 快 眠 枕 に あ っ て は 、 前 記 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ 及 び 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ
は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 中 央 と 右 と 左 に 頭 用 湾 曲 凹 部 を 夫 々 設 け 、 前 記 第 ３ 中
仕 切 片 ４ ｃ 及 び 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 頭 用 湾 曲 凹 部 を 夫 々
設 け 、 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部 分 と 左 後 部
分 と 右 中 央 部 分 と 左 中 央 部 分 の 頭 乗 せ 部 Ａ １ 夫 々 が 、 湾 曲 状 に 窪 む よ う に 構 成 す る 手 段 を
採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 請 求 項 ３ 記 載 の 快 眠 枕 に あ っ て は 、 前 記 裏 面 生 地 ２ を 、 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ と 裏
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面 外 が わ 生 地 ２ ｂ で 構 成 し 、 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ に 充 填 用 筒 片 １ １ が 連 設 さ れ る 充 填 用 開
口 部 １ ０ を 設 け 、 こ の 充 填 用 開 口 部 １ ０ か ら 充 填 材 ２ ０ を 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ と 裏 面 外 が
わ 生 地 ２ ｂ と の 間 に 部 分 的 に 或 い は 全 体 的 に 補 充 で き る よ う 構 成 す る 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ し て 、 請 求 項 ４ 記 載 の 快 眠 枕 に あ っ て は 、 前 記 枕 本 体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ が わ に 於 い て 、
前 辺 部 中 央 と 後 辺 部 中 央 と に そ の 両 端 部 分 が 固 着 さ れ る と 共 に 適 宜 弾 性 材 で 形 成 さ れ る マ
ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ を 設 け 、 右 辺 部 及 び 左 辺 部 に 、 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ を 夫 々 固 着 し 、 こ れ ら
の マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ 及 び マ ッ ト 固 定 片 １ ３ を 介 し て 、 適 宜 厚 み の 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ を
枕 本 体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ が わ に 重 合 で き る よ う 構 成 す る 手 段 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ れ か ら 、 請 求 項 ５ 記 載 の 快 眠 枕 に あ っ て は 、 前 記 枕 本 体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ を 面 着 材 で 構
成 し 、 こ の 面 着 材 に 着 脱 自 在 に 取 付 け 可 能 と な る 面 着 テ ー プ ２ ５ を 備 え た 部 分 高 さ 調 節 用
マ ッ ト Ｃ を 形 成 し 、 こ の 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｃ が 裏 面 生 地 ２ の 任 意 の 位 置 に 着 脱 自 在 に
取 付 け 可 能 と な る よ う 構 成 す る 手 段 を 採 用 し た 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 本 考 案 の 請 求 項 １ 記 載 の 快 眠 枕 に よ れ ば 、 使 用 者 に 合 っ た 高 さ を 選 択 し て 利 用
で き 、 仰 向 け の 姿 勢 で も 横 向 き の 姿 勢 で も 対 応 可 能 で 、 枕 に よ る 頚 椎 の 圧 迫 を 抑 制 で き 、
鼾 を 軽 減 で き 、 首 部 の 蒸 れ を 解 消 で き 、 し か も 、 構 成 簡 素 で 、 量 産 に 適 し 、 経 済 的 で 、 取
扱 い 易 く 、 使 い 勝 手 の 優 れ た も の を 提 供 で き る よ う に な る 。
　 特 に 、 少 な く と も 前 辺 部 の 中 央 部 分 と 後 辺 部 の 中 央 部 分 に 大 き な 首 用 湾 曲 凹 部 Ａ ２ を 設
け て あ る の で 、 頚 椎 が 湾 曲 凹 部 Ａ ２ 部 分 に 位 置 す る よ う に な り 、 頚 椎 が 枕 に よ っ て 圧 迫 さ
れ る の を 確 実 に 抑 制 で き る よ う に な り 、 頚 椎 圧 迫 に よ る 血 行 不 良 や 、 肩 こ り や 、 頭 痛 や 、
首 痛 や 、 顔 の む く み 等 の 発 生 を 抑 制 で き る よ う に な る 。
　 更 に 、 湾 曲 凹 部 Ａ ２ に よ っ て 、 首 部 と 枕 と の 間 に 隙 間 が で き る よ う に な り 、 首 部 の 蒸 れ
等 を 確 実 に 解 消 で き る よ う に な る 。
　 加 え て 、 一 つ の 枕 に 夫 々 高 さ 等 の 異 な る 複 数 の 頭 乗 せ 部 Ａ １ を 設 け る こ と が で き 、 使 用
者 に 合 っ た 高 さ の 頭 乗 せ 部 Ａ １ を 選 択 し て 利 用 す る こ と が で き る よ う に な る 。 す な わ ち 、
高 さ 等 が 僅 か に 異 な る だ け で 感 じ ら れ る 使 用 者 の 違 和 感 等 を 、 複 数 の 頭 乗 せ 部 Ａ １ の 中 か
ら 選 択 す る こ と に よ り 、 確 実 に 解 消 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 請 求 項 ２ 記 載 の 快 眠 枕 に よ れ ば 、 複 数 の 頭 乗 せ 部 Ａ １ 夫 々 が 湾 曲 状 に 窪
む よ う に な る た め 、 頭 を 安 定 し た 状 態 で 頭 乗 せ 部 Ａ １ に 乗 せ ら れ る よ う に な る 。
　 特 に 、 横 向 き の 姿 勢 で 寝 て い る 時 に 、 顎 を 首 部 が わ に 引 き 寄 せ 難 く な り 、 鼾 を 確 実 に 軽
減 で き る よ う に な る 。 ひ い て は 、 安 眠 で き 、 健 康 的 な 枕 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 本 考 案 の 請 求 項 ３ 記 載 の 快 眠 枕 に よ れ ば 、 充 填 材 ２ ０ の 補 充 や 補 修 等 が 部 分 的 に
或 い は 全 体 的 に 行 え る よ う に な り 、 枕 本 体 Ａ 自 体 を 所 望 の 形 状 、 寸 法 に 変 更 （ 或 い は 、 維
持 ） で き 、 長 期 の 使 用 に 最 適 と な る 。 し か も 、 充 填 材 ２ ０ の 補 充 や 補 修 等 が 誰 で も 簡 単 に
行 え る よ う に な る 。 加 え て 、 充 填 用 筒 片 １ １ を 通 過 で き る よ う な 大 き さ の 部 分 高 さ 調 節 用
マ ッ ト Ｃ を 所 望 位 置 に 配 す る こ と も で き る よ う に な る 。
　 す な わ ち 、 使 用 者 に 最 適 な 枕 と な る よ う な 微 調 節 が 可 能 な も の と な る 。 ひ い て は 、 高 さ
等 が 僅 か に 異 な る だ け で 感 じ ら れ る 使 用 者 の 違 和 感 等 を 、 確 実 に 解 消 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 本 考 案 の 請 求 項 ４ 記 載 の 快 眠 枕 に よ れ ば 、 枕 本 体 Ａ の 全 体 的 な 高 さ を 、 誰 で も
簡 単 に 使 用 者 に 合 っ た も の に 調 節 で き る よ う に な る 。 し か も 、 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ の 枚 数
を 増 や す こ と が 可 能 で 、 そ の 高 さ 調 節 を 細 か く 設 定 で き る よ う に な る と 共 に 、 そ の 高 さ 調
節 範 囲 が 大 き い も の と な る 。 更 に 、 マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ と マ ッ ト 固 定 片 １ ３ に よ っ て 、 高
さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ を 安 定 的 に 枕 本 体 Ａ に 装 着 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 そ れ か ら 、 本 考 案 の 請 求 項 ５ 記 載 の 快 眠 枕 に よ れ ば 、 枕 本 体 Ａ の 任 意 の 位 置 に 部 分 高 さ
調 節 用 マ ッ ト Ｃ を 装 着 で き 、 枕 本 体 Ａ を 部 分 的 に 使 用 者 に 合 っ た 高 さ に 簡 単 に 調 節 で き る
よ う に な る 。 し か も 、 そ の 取 扱 い が 容 易 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 説 明 す る と 、 次 の 通 り で あ る 。
　 本 考 案 の 快 眠 枕 は 、 前 辺 部 と 、 後 辺 部 と 、 右 辺 部 と 、 左 辺 部 と を 有 し 、 少 な く と も 前 辺
部 の 中 央 部 分 と 後 辺 部 の 中 央 部 分 に 大 き な 首 用 湾 曲 凹 部 Ａ ２ を 設 け た 枕 で あ る 。
　 そ し て 、 表 面 生 地 １ と 、 裏 面 生 地 ２ と 、 こ れ ら の 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ の 外 周 縁 部 分
に 縫 着 さ れ る 周 側 面 生 地 ３ と で 枕 外 殻 体 を 構 成 し 、 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ の 所 定 位 置 に
は 、 そ の 部 分 に 於 け る 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ と の 間 隔 を 夫 々 所 定 寸 法 に 設 定 す る 複 数 の
中 仕 切 片 ４ を 設 け 、 こ の 中 仕 切 片 ４ が 設 け ら れ た 枕 外 殻 体 内 に 適 宜 充 填 材 ２ ０ を 充 填 せ し
め て 枕 本 体 Ａ を 構 成 す る 。
　 更 に 、 前 記 中 仕 切 片 ４ は 、 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ と 、 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ と 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４
ｃ と 、 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ と を 備 え 、 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ は 、 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前
部 分 と 左 前 部 分 と に 跨 る よ う に 配 さ れ 、 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ は 、 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 後 部 分 と
右 後 部 分 と 左 後 部 分 と に 跨 る よ う に 配 さ れ 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ は 、 枕 本 体 Ａ の 右 中 央 部 分
に 配 さ れ 、 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ は 、 枕 本 体 Ａ の 左 中 央 部 分 に 配 さ れ 、 こ れ ら の 中 仕 切 片 ４ が
配 さ れ て い る 前 記 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部
分 と 左 後 部 分 と 右 中 央 部 分 と 左 中 央 部 分 と が 夫 々 頭 乗 せ 部 Ａ １ と な る よ う に 形 成 す る と 共
に 、 こ れ ら の 各 頭 乗 せ 部 Ａ １ の 高 さ が 夫 々 異 な る 高 さ と な る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 図 示 例 の 快 眠 枕 に あ っ て は 、 前 記 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ 及 び 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ は 、
そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 中 央 と 右 と 左 に 頭 用 湾 曲 凹 部 を 夫 々 設 け 、 前 記 第 ３ 中 仕 切
片 ４ ｃ 及 び 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 頭 用 湾 曲 凹 部 を 夫 々 設 け
、 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部 分 と 左 後 部 分 と
右 中 央 部 分 と 左 中 央 部 分 の 頭 乗 せ 部 Ａ １ 夫 々 が 、 湾 曲 状 に 窪 む よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 裏 面 生 地 ２ 或 い は 表 面 生 地 １ に 充 填 用 筒 片 １ １ が 連 設 さ れ る 充 填 用 開 口 部 １
０ を 設 け 、 こ の 充 填 用 開 口 部 １ ０ か ら 充 填 材 ２ ０ を 部 分 的 に 補 充 で き る よ う に 構 成 し て も
良 い 。
　 加 え て 、 前 記 裏 面 生 地 ２ は 、 表 面 生 地 １ に そ の 周 縁 部 分 が 縫 着 さ れ る 裏 面 内 が わ 生 地 ２
ａ と 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ で 構 成 し 、 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ に 充 填 用 筒 片 １ １ が 連 設 さ れ る 充
填 用 開 口 部 １ ０ を 設 け 、 こ の 充 填 用 開 口 部 １ ０ か ら 充 填 材 ２ ０ を 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ と 裏
面 外 が わ 生 地 ２ ｂ と の 間 に 部 分 的 に 或 い は 全 体 的 に 補 充 で き る よ う 構 成 さ れ て い る （ 図 ７
参 照 ） 。 す な わ ち 、 こ の 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ と 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ と の 間 に 部 分 的 に 或 い
は 全 体 的 に 充 填 材 ２ ０ を 補 充 す る こ と で 、 枕 の 部 分 的 な 高 さ や 、 部 分 的 な 形 状 や 、 全 体 的
な 高 さ や 、 全 体 的 な 形 状 等 を 、 使 用 者 に 応 じ て 簡 単 に 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
尚 、 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ の 一 部 （ 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ の 充 填 用 開 口 部 １ ０ の 近 傍 ） に 充 填
用 開 口 部 １ ０ を 設 け て お き 、 充 填 材 ２ ０ の 部 分 的 調 節 が 行 え る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 前 記 枕 本 体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ が わ に 於 い て 、 前 辺 部 中 央 と 後 辺 部 中 央 と に そ の 両 端
部 分 が 固 着 さ れ る と 共 に 適 宜 弾 性 材 で 形 成 さ れ る マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ を 設 け 、 右 辺 部 及 び
左 辺 部 に 、 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ を 夫 々 固 着 し 、 こ れ ら の マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ 及 び マ ッ ト 固 定
片 １ ３ を 介 し て 、 適 宜 厚 み の 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ を 枕 本 体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ が わ に 重 合 で き
る よ う 構 成 さ れ て い る （ 図 ５ 、 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 前 記 枕 本 体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ を 面 着 材 で 構 成 し 、 こ の 面 着 材 に 着 脱 自 在 に 取 付 け
可 能 と な る 面 着 テ ー プ ２ ５ を 備 え た 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｃ を 形 成 し 、 こ の 部 分 高 さ 調 節
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用 マ ッ ト Ｃ が 裏 面 生 地 ２ の 任 意 の 位 置 に 着 脱 自 在 に 取 付 け 可 能 と な る よ う 構 成 さ れ て い る
（ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ は 、 例 え ば 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 が 利 用 さ れ 、 夫 々 平 面 略 蝶
形 状 に 形 成 さ れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 前 記 裏 面 生 地 ２ は 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 を 平 面 略 蝶 形 状 に 形 成 し た よ う な 裏 面
内 が わ 生 地 ２ ａ と 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ で 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 周 側 面 生 地 ３ は 、 例 え ば 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 が 利 用 さ れ 、 前 辺 部 中 央 部 か ら 右 辺 部
中 央 部 に 亙 っ て 配 さ れ る 第 １ 側 面 生 地 片 ３ ａ と 、 前 辺 部 中 央 部 か ら 左 辺 部 中 央 部 に 亙 っ て
配 さ れ る 第 ２ 側 面 生 地 片 ３ ｂ と 、 後 辺 部 中 央 部 か ら 右 辺 部 中 央 部 に 亙 っ て 配 さ れ る 第 ３ 側
面 生 地 片 ３ ｃ と 、 後 辺 部 中 央 部 か ら 左 辺 部 中 央 部 に 亙 っ て 配 さ れ る 第 ４ 側 面 生 地 片 ３ ｄ と
か ら な り 、 表 面 生 地 １ と 裏 面 生 地 ２ の 外 周 縁 部 分 を 結 ぶ よ う に 縫 着 さ れ る と 共 に 、 表 面 生
地 １ と 裏 面 生 地 ２ の 外 周 縁 部 分 の 間 隔 （ 高 さ ） を 所 定 の 寸 法 に 設 定 で き る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。 し か も 、 第 １ 側 面 生 地 片 ３ ａ 、 第 ２ 側 面 生 地 片 ３ ｂ 、 第 ３ 側 面 生 地 片 ３ ｃ 、 第 ４
側 面 生 地 片 ３ ｄ 相 互 も 縫 着 さ れ て い る 。
　 尚 、 周 側 面 生 地 ３ は 、 前 述 の よ う に 複 数 の 第 １ 側 面 生 地 片 ３ ａ 、 第 ２ 側 面 生 地 片 ３ ｂ 、
第 ３ 側 面 生 地 片 ３ ｃ 、 第 ４ 側 面 生 地 片 ３ ｄ に よ っ て 構 成 し た も の で あ っ て も 良 い し 、 或 い
は 、 一 つ に 形 成 さ れ た も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 中 仕 切 片 ４ は 、 例 え ば 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 が 利 用 さ れ 、 そ の 上 下 端 縁 部 分 を 表 面 生
地 １ と 裏 面 生 地 ２ に 夫 々 縫 着 す る こ と に よ り 所 定 位 置 に 固 定 さ れ て い る 。
　 更 に 、 中 仕 切 片 ４ は 、 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 （ 左 右 方 向 中 央 で 、 前 辺 寄 り 部 分 ） と 右
前 部 分 （ 左 右 方 向 右 が わ で 、 更 に 前 辺 寄 り 部 分 ） と 左 前 部 分 （ 左 右 方 向 左 が わ で 、 更 に 前
辺 寄 り 部 分 ） と に 跨 る よ う に 平 面 略 弓 型 状 に 配 さ れ る 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ と 、 枕 本 体 Ａ の 中
央 稍 後 部 分 （ 左 右 方 向 中 央 で 、 後 辺 寄 り 部 分 ） と 右 後 部 分 （ 左 右 方 向 右 が わ で 、 更 に 後 辺
寄 り 部 分 ） と 左 後 部 分 （ 左 右 方 向 左 が わ で 、 更 に 後 辺 寄 り 部 分 ） と に 跨 る よ う に 平 面 略 弓
型 状 に 配 さ れ る 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ と 、 枕 本 体 Ａ の 右 中 央 部 分 （ 左 右 方 向 右 が わ で 、 前 後 方
向 中 央 部 分 ） に 配 さ れ る 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ と 、 枕 本 体 Ａ の 左 中 央 部 分 （ 左 右 方 向 左 が わ で
、 前 後 方 向 中 央 部 分 ） に 配 さ れ る 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ と で 構 成 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 中 央 と 右 と 左 に 頭 用 湾 曲
凹 部 が 夫 々 設 け ら れ 、 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 中 央 と 右 と 左
に 頭 用 湾 曲 凹 部 が 夫 々 設 け ら れ 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 頭
用 湾 曲 凹 部 が 夫 々 設 け ら れ 、 第 ４ 中 仕 切 片 ４ ｄ は 、 そ の 上 端 縁 及 び 下 端 縁 に 於 い て 頭 用 湾
曲 凹 部 が 夫 々 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら 頭 用 湾 曲 凹 部 が 、 前 記 頭 乗 せ 部 Ａ １ に 対 応 す る よ う
に 構 成 し て あ る 。
　 す な わ ち 、 枕 本 体 Ａ の 中 央 稍 前 部 分 と 右 前 部 分 と 左 前 部 分 と 中 央 稍 後 部 分 と 右 後 部 分 と
左 後 部 分 と 右 中 央 部 分 と 左 中 央 部 分 の 頭 乗 せ 部 Ａ １ 夫 々 が 、 湾 曲 状 に 窪 む よ う に な り 、 頭
を 頭 乗 せ 部 Ａ １ に 安 定 し た 状 態 で 乗 せ ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 尚 、 湾 曲 状 に 窪 む 頭 乗 せ 部 Ａ １ 以 外 の 部 分 は 、 上 方 に 膨 出 す る よ う に な り 、 例 え ば 、 横
向 き の 姿 勢 で 寝 て い る 時 に 、 顎 を 首 部 が わ に 引 き 寄 せ 難 く な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 中 ５ は 、 第 ５ 中 仕 切 片 で 、 こ の 第 ５ 中 仕 切 片 ５ は 、 例 え ば 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 が 利 用
さ れ 、 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ や 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ の 両 端 部 と 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ や 第 ４ 中 仕 切
片 ４ ｄ の 外 が わ 端 部 と を 結 ぶ よ う に 形 成 さ れ て い る （ 図 ９ 参 照 ） 。
　 す な わ ち 、 中 仕 切 片 ４ と 複 数 の 第 ５ 中 仕 切 片 ５ と で 囲 繞 さ れ た 空 間 が 設 け ら れ る よ う に
し 、 充 填 材 ２ ０ の 移 動 を 阻 止 （ 或 い は 制 限 ） で き る よ う に す る と 共 に 、 枕 本 体 Ａ 自 体 を 長
期 に 亙 っ て 所 望 の 形 状 に 維 持 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 図 中 ６ は 、 例 え ば 、 表 面 生 地 １ の 左 右 方 向 中 央 の 前 辺 部 寄 り と 後 辺 部 寄 り に 夫 々 設 け ら
れ る 略 三 日 月 状 の 寸 法 調 節 用 切 欠 部 を 示 し 、 こ の 寸 法 調 節 用 切 欠 部 ６ は 、 そ の 開 口 縁 の 長
辺 部 分 を 相 互 に 縫 着 す る こ と に よ り 、 枕 本 体 Ａ の 前 辺 部 分 か ら 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ の 左 右 方
向 中 央 部 分 迄 の 距 離 と 、 枕 本 体 Ａ の 後 辺 部 分 か ら 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ の 左 右 方 向 中 央 部 分 迄
の 距 離 と を 、 夫 々 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 寸 法 調 節 用 切 欠 部
６ の 開 口 幅 に よ っ て 、 前 記 調 節 寸 法 が 決 定 さ れ る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 充 填 用 開 口 部 １ ０ は 、 例 え ば 、 前 記 裏 面 生 地 ２ 或 い は 表 面 生 地 １ の 適 宜 位 置 に 適 数
設 け ら れ る も の で 、 こ の 充 填 用 開 口 部 １ ０ を 利 用 し て 、 充 填 材 ２ ０ を 枕 本 体 Ａ 内 に 部 分 的
に 補 充 、 修 正 で き る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 充 填 用 筒 片 １ １ は 、 例 え ば 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 で 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 し か も 、 充
填 用 開 口 部 １ ０ の 孔 縁 部 分 に そ の 基 端 部 分 が 縫 着 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 充 填 用 筒 片
１ １ を 充 填 用 開 口 部 １ ０ を 介 し て 枕 本 体 Ａ 内 に 押 し 込 む こ と に よ っ て 、 充 填 用 開 口 部 １ ０
を 閉 鎖 し た り 、 或 い は 、 枕 本 体 Ａ 内 か ら 充 填 用 筒 片 １ １ を 引 出 す こ と に よ っ て 、 充 填 用 開
口 部 １ ０ を 開 口 で き る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。
　 尚 、 充 填 用 開 口 部 １ ０ の 開 閉 手 段 と し て は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 充 填 用 筒 片 １ １ に 代 え
て フ ァ ス ナ ー 等 の 止 着 具 １ ５ を 利 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ は 、 例 え ば 、 略 帯 紐 状 の ゴ ム 材 等 が 利 用 さ れ 、 そ の 両 端 部 分 が
枕 本 体 Ａ の 前 辺 部 中 央 と 後 辺 部 中 央 と に 縫 着 さ れ る と 共 に 、 裏 面 生 地 ２ が わ に 配 置 さ れ て
い る 。
　 す な わ ち 、 マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ は 、 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ を 裏 面 生 地 ２ の 表 面 に 安 定 的 に
保 持 し て お け る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ は 、 例 え ば 、 適 宜 材 質 の 生 地 等 で 略 帯 片 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 基 端
部 分 が 枕 本 体 Ａ の 右 辺 部 中 央 と 左 辺 部 中 央 と に 夫 々 縫 着 さ れ て い る 。 し か も 、 そ の 表 裏 面
（ 或 い は 表 面 、 或 い は 裏 面 で も 良 い ） に は 、 適 宜 面 着 テ ー ブ が 縫 着 （ 或 い は 接 着 、 そ の 他
で も 良 い ） さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ は 、 面 着 テ ー プ を 介 し て 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ の 裏 面 に 取 外
し 可 能 に 取 付 け で き 、 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ を 裏 面 生 地 ２ の 表 面 に 安 定 的 に 保 持 し て お け る
よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 尚 、 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ の 裏 面 に は 、 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ に 設 け た 面 着 テ ー プ に 対 応 す る
よ う な 面 着 テ ー プ を 予 め 固 定 し て あ っ て も 良 い し 、 或 い は 、 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ の 裏 面 自
体 が 、 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ に 設 け た 面 着 テ ー プ が 取 付 け ら れ る 面 着 テ ー プ 状 に 構 成 し た も の
で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 充 填 材 ２ ０ は 、 例 え ば 、 綿 や 、 ウ ー ル や 、 化 学 繊 維 や 、 羽 毛 や 、 パ イ ブ 材 や 、 球 形
材 や 、 ひ の き チ ッ プ や 、 そ ば が ら や 、 そ の 他 の 適 宜 材 料 が 利 用 で き 、 し か も 、 こ れ ら を 適
宜 組 合 せ た も の で あ っ て も 良 い 。
　 ま た 、 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ と 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ と の 間 に 配 さ れ る 充 填 材 ２ ０ は 、 前 述
の よ う な 材 料 を 適 宜 小 袋 体 内 に 充 填 し た も の （ 例 え ば 、 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｃ を 小 さ く
し た よ う な も の 等 ） を 利 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ は 、 例 え ば 、 適 宜 厚 み （ 例 え ば 、 ５ ｍ ｍ ） の シ ー ト 材 に よ っ て
略 蝶 状 に 構 成 さ れ て お り 、 裏 面 生 地 ２ 表 面 に 安 定 的 に 配 置 で き る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｃ は 、 例 え ば 、 比 較 的 小 さ な 適 宜 袋 状 の 外 殻 体 内 に 適 宜 充 填
材 を 充 填 し て 構 成 さ れ 、 そ の 表 面 に は 面 着 テ ー プ ２ ５ が 縫 着 さ れ て い る 。 こ の と き 、 枕 本
体 Ａ の 裏 面 生 地 ２ は 、 適 宜 面 着 材 で 構 成 さ れ て お り 、 調 節 用 マ ッ ト Ｃ を 面 着 テ ー プ ２ ５ を
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介 し て 裏 面 生 地 ２ の 任 意 の 位 置 に 着 脱 自 在 に 取 付 け で き る よ う 構 成 さ れ て い る 。
　 す な わ ち 、 枕 本 体 Ａ の 任 意 の 位 置 に 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｃ が 装 着 で き る よ う に 形 成 し
て 、 枕 本 体 Ａ を 部 分 的 に 使 用 者 に 合 っ た 高 さ に 簡 単 に 調 節 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 と こ ろ で 、 快 眠 枕 の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 枕 本 体 Ａ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸
法 、 材 質 、 頭 乗 せ 部 Ａ １ の 具 体 的 形 状 、 寸 法 、 数 、 配 設 位 置 、 湾 曲 凹 部 Ａ ２ の 具 体 的 構 成
、 形 状 、 寸 法 、 表 面 生 地 １ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 材 質 、 裏 面 生 地 ２ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、
寸 法 、 材 質 、 裏 面 内 が わ 生 地 ２ ａ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 裏 面 外 が わ 生 地 ２ ｂ
の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 周 側 面 生 地 ３ （ 第 １ 側 面 生 地 片 ３ ａ 、 第 ２ 側 面 生 地 片
３ ｂ 、 第 ３ 側 面 生 地 片 ３ ｃ 、 第 ４ 側 面 生 地 片 ３ ｄ ） の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 数
、 中 仕 切 片 ４ （ 第 １ 中 仕 切 片 ４ ａ 、 第 ２ 中 仕 切 片 ４ ｂ 、 第 ３ 中 仕 切 片 ４ ｃ 、 第 ４ 中 仕 切 片
４ ｄ ） の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 数 、 配 設 位 置 、 第 ５ 中 仕 切 片 ５ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、
寸 法 、 数 、 配 設 位 置 、 寸 法 調 節 用 切 欠 部 ６ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 数 、 配 設 位 置 、 充
填 用 開 口 部 １ ０ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 数 、 配 設 位 置 、 充 填 用 筒 片 １ １ の 具 体 的 構 成
、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 数 、 配 設 位 置 、 マ ッ ト 固 定 帯 片 １ ２ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材
質 、 数 、 配 設 位 置 、 マ ッ ト 固 定 片 １ ３ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 数 、 配 設 位 置 、
止 着 具 １ ５ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 数 、 配 設 位 置 、 充 填 材 ２ ０ の 具 体 的 構 成 、
形 状 、 寸 法 、 材 質 、 高 さ 調 節 用 マ ッ ト Ｂ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 部 分 高 さ 調 節
用 マ ッ ト Ｃ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、 寸 法 、 材 質 、 数 、 面 着 テ ー プ ２ ５ の 具 体 的 構 成 、 形 状 、
寸 法 、 材 質 、 数 、 配 設 位 置 等 は 図 示 例 の も の 等 に 限 定 さ れ る こ と な く 適 宜 自 由 に 設 定 、 変
更 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 を 例 示 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 を 例 示 す る 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 を 例 示 す る 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 を 例 示 す る 横 断 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 す 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ａ 　 　 　 枕 本 体
　 Ａ １ 　 　 頭 乗 せ 部
　 Ａ ２ 　 　 湾 曲 凹 部
　 １ 　 　 　 表 面 生 地
　 ２ 　 　 　 裏 面 生 地
　 ２ ａ 　 　 裏 面 内 が わ 生 地
　 ２ ｂ 　 　 裏 面 外 が わ 生 地
　 ３ 　 　 　 周 側 面 生 地
　 ３ ａ 　 　 第 １ 側 面 生 地 片
　 ３ ｂ 　 　 第 ２ 側 面 生 地 片
　 ３ ｃ 　 　 第 ３ 側 面 生 地 片
　 ３ ｄ 　 　 第 ４ 側 面 生 地 片
　 ４ 　 　 　 中 仕 切 片
　 ４ ａ 　 　 第 １ 中 仕 切 片
　 ４ ｂ 　 　 第 ２ 中 仕 切 片
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　 ４ ｃ 　 　 第 ３ 中 仕 切 片
　 ４ ｄ 　 　 第 ４ 中 仕 切 片
　 ５ 　 　 　 第 ５ 中 仕 切 片
　 ６ 　 　 　 寸 法 調 節 用 切 欠 部
　 １ ０ 　 　 充 填 用 開 口 部
　 １ １ 　 　 充 填 用 筒 片
　 １ ２ 　 　 マ ッ ト 固 定 帯 片
　 １ ３ 　 　 マ ッ ト 固 定 片
　 １ ５ 　 　 止 着 具
　 ２ ０ 　 　 充 填 材
　 Ｂ 　 　 　 高 さ 調 節 用 マ ッ ト
　 Ｃ 　 　 　 部 分 高 さ 調 節 用 マ ッ ト
　 ２ ５ 　 　 面 着 テ ー プ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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